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１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

 本研究は、円筒容器内に同一径で多数の丸棒を封入した構造物のころがり抵抗は、円筒

断面を分割する数によって、ころがり抵抗が異なることを実験的に検証した。すなわち、

円筒断面の分割数が多くなるに従って、一般に、ころがり抵抗が小さく、斜面の同じ高さ

から同一条件下で転動すると、長い距離転動することが明らかになった。この現象を実験

的に詳細に検証し、現象を支配する物理現象を理論的に明らかにし、種々のパラメータが

変化した場合に、この現象を詳細かつ高精度にシミュレーションすることができる解析シ

ステムを開発することを目的とした。実験的研究および理論的研究より明らかになったこ

ろがり抵抗に関する非線形特性を整理分析して、世界でも例をみない全く新規の機構を有

するニューロータリーダンパーを開発した。産業応用として、自転車用ローラ台に適用す

る。より現実の走行に近い乗り心地・走行感覚が実現できるように探求した。 

（２）実施内容 

 断面が分割された円筒容器内に同一径で多数の丸棒を封入した構造物のころがり抵抗

の非線形特性を学術的に解明し産業応用の指針を示した。円筒容器の外径の影響、封入す

る丸棒の径の影響、封入する丸棒の質量の影響、円筒容器断面の分割数の影響など現象を

支配する他の影響についても綿密に実験的検証を繰り返し、特性を解明した。そして、現

象をシミュレートできる解析システムを開発した。モデル化はエネルギ－の流れに着目し

た物理機能モデルを適用した。さらに、産業応用として、新規の機構と特性を有するニュ

ーロータリーダンパーを開発し、より現実の走行に近い乗り心地・走行感覚が実現可能な

自転車用ローラ台の開発に適用できる可能性を示した。 

（http://www-he.ss.oka-pu.ac.jp/active_control.pdf） 

 

２ 予想される事業実施効果 

本研究成果は、機械器具の設計開発に直ちに適用することが可能である。特に、ころが

り抵抗を設計に適応する場合においては、効果が期待できる。さらに、開発したニューロ

ータリーダンパーを適用すれば設計範囲が拡大する。非線形特性を有するころがり抵抗は、

制御するころがむつかしい。しかし、本事業によりころがり抵抗を自由に制御する手法を

確立できた。さらに、ニューロータリーダンパーの用途開発として、自転車用ローラ台の

http://www-he.ss.oka-pu.ac.jp/active_control.pdf


開発を始め、種々の機械器具に適用することによって、機械器具の性能が拡大し発展性が

期待できる。 
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４ 事業内容についての問い合わせ先 

所属機関名： 岡山県立大学 情報工学部 

       人間機械システム研究室（ニンゲンキカイシステムケンキュウシツ） 

住   所： 〒719-1197 

 総社市窪木１１１番地 

申 請 者： 教授 西山 修二（ニシヤマ シュウジ） 

担 当 部 署： 情報工学部（ジョウホウコウガクブ） 

E-mail    ：  nisiyama@ss.oka-pu.ac.jp      

ＵＲＬ    ： http://www-he.ss.oka-pu.ac.jp/ 
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